
　2023年産米の全国的な不作や、 昨夏の南海トラフ地震の臨時情報による買い溜めなど
により、昨夏以降、店頭での消費者の購入に対し、納品が追い付かず、米価高騰の状態が続
いています。また、ガソリンや灯油などの燃料費は、高止まりのままとなっています。
　一方、賃上げの必要性が叫ばれながらも物価高騰が上まわることで勤労者の実質賃金は
下がり続け、家計を直撃しています。
　何よりいま必要なことは、県民生活に寄り添う政策ではないでしょうか。そのためにも、雇
用・暮らしの支援と次世代を育む教育の充実、そして市町村の様々な事業を支える茨城県政
の実現をめざしてまいります。

茨城県議会議員 玉 造 順 一

2025年第２回「玉造順一タウンミーティング」のご案内

年度 2021年 2022年 2023年 2024年2⽉ 2025年2⽉
⽶価 2,014 円 1,999 円 2,039 円 2,030 円 3,885 円

消費者物価指数 99.8 102.3 105.8 106.6 111.1
実質賃⾦指数 100.6 99.6 97.1 81.7 80.7

【出所】総務省「⼩売物価統計調査」、茨城県「⽔⼾市消費者物価指数」、厚⽣労働省「毎⽉勤労統計調査」
※⽶価は、⽔⼾市のコシヒカリ5kg⼩売価格 ※各指数は、2020年を100としたもの。 ※実質賃⾦指数は、事業所規模5⼈以上の給与。
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【玉造順一プロフィール】1971年11月 水戸市本町生まれ（53歳）。浜田小、水戸
二中、緑岡高、茨大人文学部卒。同大学院人文科学研究科修士課程修了。労働
金庫勤務を経て、水戸市議（3期）。現在、茨城県議（2期）。土木企業立地推進
委員会、予算特別委員会、新たな茨城づくり調査特別委員会に所属。



積極的な米価高騰対策と手厚い生活支援予算を－物価抑制と県民生活重視を提案

玉造　米価高騰が続いている。政府は備蓄米の放出を決めたが、そのアナウ
ンス効果もさほどなく、実際に備蓄米が市場に出回っても、現状が改善され
ないことを懸念している。
　私は、国の対策が不十分と思われる今こそ、県が積極的に米の流通状況を
分析し、原因をしっかりと把握した上で、行政指導を含め対応する必要がある
のではないかと思うが、知事の考えは？
大井川知事　価格は、市場で決まるものであり、県などが関与できるものではない。今般の米を巡る
混乱は、2023 年産の全国的な不作に端を発したものであることを踏まえると、将来にわたって安定し
た生産が確保されるよう、「儲かる農業」を実現し、担い手が喜んで就農する環境を作ることが重要で
ある。

　３月４日、ザ・ヒロサワ・シティ会館でタウンミーティングを開
催しました。玉造からは米価高騰、地域医療体制、東海第二原
発の火災事故を中心に問題提起しました。その後、参加された
9人の方から公共交通や教育、非正規雇用、地域の支え合いが
崩れつつあることなどに関して発言をいただきました。
　いずれの問題も、公共に関すること。いま世界的に進行して
いる一国経済至上主義が、地域で穏やかに生きる環境を脅か
しています。自由で、公平で、平和であるという価値観を基にし
た社会をつくっていかなければ！との思いを強くしました。

2025年第１回タウンミーティングのご報告 県政報告会など最新情報は、
こちらで発信しています。
ぜひご登録ください。

〒310-0815 水戸市本町1-10-11
TEL 029-303-1255 FAX029-303-1260
� jtama.office@gmail.com

玉造順一事務所

つながる
玉造順一
LINE公式

2025.3.19　予算特別委員会

質問のポイント

物価上昇に比べて、賃上げは後追いにならざるを得ません。このため、県として米の在庫や流通
状況を把握し、問題があれば必要な行政指導を行うことによって、適正な市場価格をめざした方
策を提案しました。

玉造　知事は、県が活発な経済活動を誘導することにより税収を確保し、社会保
障などの財源を確保することで県民の幸福度を向上させる政策を展開すると表明
してきた。しかし、現下の物価高と、長く続いたデフレマインドを払拭することは
容易なことではい。
　そこで、知事は県民生活を巡る状況をどのように捉えて予算編成をし、県民が
豊かさを実感できる政策を具体化させたのか？
大井川知事　県民が豊かさを実感できる社会を構築していくためには、質の高い
雇用の創出と、ゆとりある暮らしの確保が重要と考えている。質の高い雇用の創出を図るためには、半
導体や次世代自動車関連など高付加価値産業の企業誘致に取り組む。ゆとりある暮らしについては、賃
上げに取り組む事業者に対する直接支援や、保育・介護・福祉職員の処遇改善や医療機関・福祉施設
への支援、生活者支援としてLPガス負担軽減を図っていく。

質問のポイント

「失われた30年」で、企業が潤えば庶民も潤うというトリクルダウンは起こりませんでした。県財
政が好調な今こそ、財政の健全化を図りながら、県民生活を底支えする政策重視を求めました。


